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様
に
保
険
優
先
に
す
れ
ば
、
医
療
扶

助
の
額
は
大
幅
に
減
る
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
病
気
の
た

め
に
収
入
を
得
ら
れ
ず
、
保
護
を
利

用
し
て
い
る
人
が
か
な
り
い
る
か
ら

で
あ
る
。
生
活
困
窮
が
健
康
状
態
を

悪
化
さ
せ
る
と
い
う
面
も
あ
る
。

半
分
以
上
は
入
院
医
療
費

　

も
ち
ろ
ん
、
ム
ダ
な
医
療
や
過
剰

な
医
療
は
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。

　

14
年
度
の
医
療
扶
助
の
内
訳
を
見

る
と
、
医
科
の
入
院
医
療
費
が
９
５

７
８
億
円
（
55
・
６
％
）
と
圧
倒
的

に
大
き
い
。
医
科
の
入
院
外
（
通

院
、
在
宅
）
と
調
剤
費
、
歯
科
、
訪

問
看
護
を
合
わ
せ
て
も
７
５
１
２
億

円
（
43
・
６
％
）
で
あ
る
。

　

人
数
で
６
・
７
％
に
す
ぎ
な
い
入

院
患
者
に
医
療
扶
助
費
の
半
分
以
上

が
使
わ
れ
て
い
る
。
１
人
あ
た
り
の

平
均
額
は
入
院
が
月
67
万
５
６
３
４

円
な
の
に
比
べ
、
入
院
外
（
調
剤
・

歯
科
・
訪
問
看
護
を
含
む
）
は
、
月

３
万
８
０
４
８
円
で
、ケ
タ
が
違
う
。

　

入
院
患
者
の
43
・
２
％
は
精
神
病

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
医
療
扶
助
の

最
大
の
課
題
は
精
神
科
の
長
期
入
院

で
あ
る
。
一
般
医
療
で
も
社
会
的
入

院
の
患
者
は
少
な
く
な
い
。

一
部
の
悪
質
な
医
療
機
関

　

か
つ
て
の
安
田
病
院
グ
ル
ー
プ
や

奈
良
県
に
あ
っ
た
山
本
病
院
の
よ
う

に
、
生
活
保
護
の
患
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
劣
悪
な
医
療
、
不
要
な
医

療
を
行
う
病
院
も
あ
る
。
患
者
の
勧

誘
、
囲
い
込
み
、
過
剰
診
療
で
稼
ぐ

ク
リ
ニ
ッ
ク
も
あ
る
。
そ
う
し
た
一

部
の
医
療
機
関
に
は
厳
し
く
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

主
た
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
は
患
者

側
で
は
な
く
、
一
部
の
医
療
機
関
に

あ
る
。
適
切
な
医
療
の
確
保
と
患
者

の
権
利
擁
護
を
図
る
こ
と
が
、
財
政

の
効
率
化
に
も
役
立
つ
。

 

（
読
売
新
聞
記
者
・
原
昌
平
）

医
療
扶
助
は
大
き
な
役
割

　

生
活
保
護
世
帯
は
、
保
険
診
療
の

範
囲
の
医
療
を
、
医
療
扶
助
に
よ
っ

て
自
己
負
担
な
し
で
受
け
ら
れ
る
。

外
来
の
場
合
は
原
則
と
し
て
事
前
に

福
祉
事
務
所
で
医
療
券
を
発
行
し
て

も
ら
っ
て
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
ア
ク
セ
ス
の
面
で
制
約
が
あ
る

が
、
生
存
権
保
障
の
根
幹
と
し
て
医

療
扶
助
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

実
際
の
費
用
を
見
て
も
医
療
扶
助

の
ウ
エ
ー
ト
は
大
き
い
。
２
０
１
４

年
度
の
医
療
扶
助
は
１
兆
７
２
４
０

億
円
。
生
活
保
護
費
全
体
の
半
分
近

く
（
46
・
９
％
）
を
占
め
る
。

　

こ
の
た
め
医
療
扶
助
は
し
ば
し
ば

締
め
つ
け
の
標
的
に
挙
げ
ら
れ
る
。

自
民
党
、
維
新
の
会
、
政
令
都
市
市

長
会
な
ど
は
自
己
負
担
の
導
入
を
唱

え
て
い
る
。
だ
が
自
己
負
担
を
導
入

す
る
と
、
残
り
の
生
活
費
が
最
低
基

準
を
割
り
込
む
こ
と
に
な
り
、
制
度

設
計
は
不
可
能
で
あ
る
。
受
診
控
え

に
よ
る
重
症
化
も
招
き
か
ね
な
い
。

　

医
療
扶
助
の
額
が
大
き
く
な
る
最

大
の
理
由
は
、
他
法
優
先
の
原
則
に

反
し
て
、
生
活
保
護
に
な
る
と
国
民

健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
を
外

れ
る
点
に
あ
る
。
仮
に
、
介
護
と
同

生存権保障の根幹として

生
活
保
護
裁
判
の
行
方

生
活
保
護
裁
判
の
行
方

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
７

Ｉ
Ｒ
と
大
型
開
発

　

松
井
一
郎
知
事
と
吉
村

洋
文
大
阪
市
長
が
、
２
０

２
５
年
の
万
国
博
覧
会

（
万
博
）
と
セ
ッ
ト
で
カ

ジ
ノ
誘
致
に
躍
起
に
な
っ

て
い
る
。
カ
ジ
ノ
を
含
む

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ

Ｒ
）
の
「
経
済
効
果
」
を

口
実
に
ベ
イ
エ
リ
ア
の
巨

大
開
発
を
進
め
る
計
画

だ
。
政
府
も
実
施
法
づ
く

り
へ
向
け
て
Ｉ
Ｒ
推
進
本

部
（
本
部
長
・
安
倍
晋

三
）
を
発
足
さ
せ
、
今
秋

の
臨
時
国
会
へ
の
法
案
提

出
を
目
指
し
て
い
る
。

　

府
市
の
カ
ジ
ノ
推
進
派

は
「
カ
ジ
ノ
関
連
」
と
し

て
、
地
下
鉄
中
央
線
延
伸

（
５
４
０
億
円
）、
Ｊ
Ｒ

桜
島
線
延
伸
（
約
１
７
０

０
億
円
）
な

ど
の
事
業
を

予
定
。
イ
ン

フ
ラ
整
備
が

観
光
や
地
域
経
済
の
振
興

に
波
及
し
、
府
の
支
出
を

大
き
く
上
回
る
効
果
を
生

む
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

Ｉ
Ｒ
は
本
当
に
地
域
振

興
を
牽
引
す
る
の
か
？　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
Ｉ
Ｒ

収
益
の
約
８
割
を
カ
ジ
ノ

収
益
が
占
め
て
い
る
。
カ

ジ
ノ
収
益
と
は
、
客
の

「
負
け
金
」
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
Ｉ
Ｒ
で
は
カ
ジ
ノ

の
も
う
け
を
も
と
に
し
て

格
安
の
宿
や
飲
食
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
大
規
模
に
提

供
す
る
。
地
元
の
ホ
テ
ル

業
で
使
わ
れ
る
お
金
が
Ｉ

Ｒ
に
吸
い
上
げ
ら
れ
る
た

め
、
地
域
経
済
に
大
打
撃

を
与
え
る
。
米
国
で
は
カ

ジ
ノ
を
誘
致
し
た
各
地

で
、
地
域
経
済
が
疲
弊
し

た
ば
か
り
か
、
顧
客
も
減

少
し
カ
ジ
ノ
の
閉
鎖
が
相

そ
う
」
が
最
多
の
62
％

で
、「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
の
人
が
増
え
そ
う
」
が

29
％
で
次
に
来
る
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の

問
題
は
深
刻
だ
。
厚
労
省

の
研
究
班
は
２
０
１
３

年
、
日
本
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

切
っ
て
も
切
り
離
せ
な

い
。
韓
国
の
政
府
機
関
の

報
告
で
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
に
よ
る
社
会
的
損
失

は
年
間
７
兆
７
千
億
円
に

達
す
る
。

　

カ
ジ
ノ
が
も
た
ら
す
負

の
影
響
を
考
え
る
と
、
弊

害
は
計
り
知
れ
な
い
。
人

を
不
幸
に
し
、
経
済
対
策

と
し
て
も
役
立
た
な
い
カ

ジ
ノ
誘
致
や
大
型
開
発
路

線
か
ら
府
民
の
暮
ら
し
を

温
め
る
府
政
へ
の
転
換
が

必
要
だ
。
中
小
企
業
の
支

援
や
府
民
の
福
祉
・
医
療

・
暮
ら
し
最
優
先
の
地
域

振
興
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

次
い
で
い
る
。

　

朝
日
新
聞
が
大
阪
府
民

を
対
象
に
実
施
し
た
世
論

調
査
で
は
、
Ｉ
Ｒ
誘
致
へ

の
「
反
対
」
が
60
％
で

「
賛
成
」
の
31
％
を
大
き

く
上
回
っ
た
。
反
対
の
理

由
で
は
「
治
安
が
悪
化
し

依
存
症
の
疑
い
が
あ
る
人

口
は
５
３
６
万
人
、
成
人

人
口
の
４
・
８
％
だ
と
い

う
結
果
を
発
表
し
た
。
諸

外
国
と
比
べ
て
も
著
し
く

高
い
。
多
重
債
務
や
一
家

離
散
、
失
職
、
自
死
な
ど

治
安
悪
化
や
社
会
問
題
と

や
商
店
は
、
格
安
の
Ｉ
Ｒ

と
「
不
公
平
」
な
価
格
競

争
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

目
当
て
の
客
は
Ｉ
Ｒ
外
に

出
な
い
と
言
わ
れ
、
地
域

経
済
へ
の
波
及
は
乏
し

い
。
周
辺
の
商
業
や
宿
泊

カ
ジ
ノ
は
地
域
経
済
を
破
壊
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら

の
報
告
を
も
と
に
意
見
交
換

し
、
理
事
会
と
し
て
取
り
ま

と
め
た
案
を
地
区
総
会
に
提

案
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
予
算
案
の

　

生
活
保
護
受
給
者
の
医
療

扶
助
費
抑
制
を
目
的
と
し
た

大
阪
市
西
成
区
の
「
通
院
医

療
機
関
等
確
認
制
度
」
を
、

西
成
区
は
３
月
31
日
で
廃
止

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
同
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
、
区
内
の
医
療
機
関
に

こ
の
ほ
ど
通
達
し
た
。
患
者

の
受
療
権
を
侵
害
す
る
と
し

て
制
度
に
反
対
し
て
き
た
協

会
の
運
動
が
実
っ
た
。

　

制
度
は
、
生
活
保
護
受
給

者
が
受
診
す
る
医
療
機
関

を
、
原
則
的
に
各
診
療
科
に

二
次
案
を
作
成
、
併
せ
て
５

・
６
月
度
暫
定
予
算
を
決
定

し
た
。

つ
き
１
カ
所
に
限
定
し
、
各

自
の
「
通
院
医
療
機
関
等
確

認
証
」
に
記
載
さ
れ
た
医
療

機
関
以
外
は
受
診
で
き
な
い

と
い
う
も
の
。
２
０
１
２
年

８
月
か
ら
同
区
が
独
自
に
実

施
し
て
い
た
。

　

協
会
は
導
入
当
初
か
ら
、

▽
生
活
保
護
受
給
者
の
医
療

へ
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
権
を

含
む
受
療
権
を
侵
害
す
る
、

▽
医
療
機
関
の
応
召
義
務
を

否
定
す
る
、
▽
受
給
者
や
医

療
扶
助
を
減
ら
し
た
い
他
の

自
治
体
が
追
随
す
る
―
と
し

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
「
児
童
虐
待
を
見
逃
さ

な
い
た
め
に
い
ま
医
師
・
歯

科
医
師
に
で
き
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
２
月
25
日
、
元
大

阪
市
中
央
児
童
相
談
所
所
長

・
津
崎
哲
郎
氏
（
写
真
）
の

講
演
会
を
開
催
し
、
28
人
が

参
加
し
た
。
講
演
後
、
懇
親

会
を
開
い
た
。 

　

津
崎
氏
は
、
児
童
相
談
所

共
通
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」

が
開
設
さ
れ
る
一
方
で
、
夜

間
に
児
相
職
員
が
常
駐
し
て

お
ら
ず
、
警
察
に
一
時
保
護

委
託
を
依
頼
せ
ざ
る
を
得
な

い
現
状
や
被
虐
待
児
と
非
行

少
年
ら
が
同
じ
施
設
で
共
同

生
活
を
強
い
ら
れ
る
制
度
の

諸
課
題
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
児
童
虐
待
は
、
社
会
の
多

く
の
問
題
が
か
ら
み
合
っ
て

い
て
、
そ
の
結
果
、
弱
者
に

し
わ
寄
せ
が
い
っ
て
し
ま
っ

た
。
色
々
な
機
関
の
人
間
が

協
力
し
合
っ
て
、
解
決
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え

た
。 （
城
東
区
・
廣
西
賀
子
）

求
め
る
要
請
書
を
提
出
。
協

会
の
大
阪
市
内
地
区
が
実
施

し
て
い
る
大
阪
市
と
の
懇
談

や
、
大
阪
社
会
保
障
推
進
協

議
会
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

で
も
、
繰
り
返
し
制
度
の
問

題
点
を
指
摘
し
て
き
た
。

　

西
成
区
で
開
業
す
る
小
澤

力
氏
は
「
協
会
の
要
望
が
制

度
廃
止
に
つ
な
が
っ
た
。
生

活
保
護
の
締
め
付
け
が
強
ま

っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
受

療
権
を
侵
害
す
る
動
き
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
」と
語
る
。

て
、
同
制
度
の
撤
回
・
廃
止

を
強
く
求
め
て
き
た
。

　

12
年
７
月
に
は
、
大
阪
市

長
・
西
成
区
長
宛
に
撤
回
を

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
２
回
目
の

配
付
を
す
る
、
１
月
、
２
月

に
続
い
て
３
月
以
降
も
新
署

名
を
持
っ
て
地
元
国
会
議
員

に
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を

全
国
連
絡
会
が
２
０
１
８
年

改
定
に
向
け
て
行
う
、「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の
実

現
を
求
め
る
請
願
署
名
は
、

▽
窓
口
負
担
を
軽
減
、
▽
保

険
の
き
く
歯
科
治
療
を
増
や

す
、
▽
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
実
現
へ
国
の
予
算
を
増
や

す
│
│
の
３
項
目
を
請
願
す

る
。
大
阪
で
は
、
歯
の
健
康

週
間
を
挟
む
５
〜
６
月
と
10

月
８
日
の
「
入
れ
歯
デ
ー
」

や
11
月
８
日
の
「
い
い
歯
デ

ー
」
が
あ
る
10
〜
11
月
に
重

点
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
、
準
備
を
進
め
る
。

　

評
議
員
会
・
総
会
に
向
け

た
方
針
案
づ
く
り
は
、
情

勢
、
総
括
、
方
針
の
３
つ
の

阻
止
、
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
改
善
、
歯
科
技
工
問
題
改

善
、
福
祉
医
療
助
成
制
度
改

悪
阻
止
の
取
り
組
み
な
ど
の

運
動
対
策
、
評
議
員
会
・
総

会
に
向
け
て
予
算
案
、
方
針

案
を
討
議
し
た
。

　

運
動
対
策
に
先
立
つ
情
勢

討
議
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
賑

わ
せ
て
い
る
「
森
友
学
園
」

疑
惑
は
、
平
成
の
大
疑
獄
事

件
と
も
い
え
る
も
の
で
、
安

倍
政
権
を
揺
る
が
し
、
追
い

詰
め
る
も
の
だ
と
の
報
告

や
、
政
府
の
進
め
る
介
護
保

険
改
革
が
保
険
料
は
払
わ
さ

れ
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
時

は
多
額
の
利
用
料
が
必
要
と

な
る
た
め
、「
国
家
的
詐

欺
」
だ
と
の
報
告
が
体
験
を

踏
ま
え
て
語
ら
れ
た
。

　

ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増

の
運
動
対
策
で
は
、
新
署
名

を
多
く
の
会
員
に
協
力
し
て

も
ら
う
た
め
、
署
名
用
紙
と

　

協
会
は
３
月
11
日
、
第
23

回
理
事
会
を
開
き
、
２
月
か

ら
始
め
た
「
今
こ
そ　

ス
ト

ッ
プ
！　

患
者
負
担
増
」
署

名
を
柱
と
し
た
患
者
負
担
増

第23回理事会

生
保
患
者
の
医
療
費
抑
制
目
的
で
導
入

西成区

女医の会

会員の協力で新署名推進を
保険で良い歯科署名、予算・方針案を討議

通
院
確
認
制
度 

３
月
末
廃
止
へ

児
童
虐
待
と
行
政

の
取
り
組
み
学
ぶ

協
会
〝
受
療
権
侵
害
〞
と
運
動

生活保護費の内訳（2014年度）
計３兆7746億円、項目ごとの数字は億円
生活保護費負担金事業実績報告による

医科入院外
4,043

調剤
2,700

歯科
671訪問看護

98

その他
150

生活扶助
12,376

住宅扶助
5,917

介護扶助
807

教育扶助
197

生業扶助
118

葬祭扶助 81
出産扶助 5
就労自立給付金 5

医療扶助
17,240 医科入院

9,578


